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近
年
よ
く
見
る
よ
う
に
な
っ
た
言
葉
に
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
が
あ
る
。
二
〇
二
四
年
に
武
蔵
野
大
学
、
二

五
年
に
藤
女
子
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
学
部
を
新
設
し
て
い
る
。

　
一
九
四
八
年
に
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
は
、

健
康
に
つ
い
て
「
身
体
的
、
精
神
的
、
そ
し
て
社
会

的
な
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
状
態
に
あ
る
」
と
し
、

貧
困
や
衛
生
な
ど
生
活
環
境
面
で
の
良
い
状
態
に
ま

で
踏
み
込
ん
で
定
義
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
欧
米
や

日
本
な
ど
の
経
済
成
長
が
進
展
す
る
な
か
で
、
経
済

成
長
こ
そ
が
社
会
の
諸
課
題
を
解
決
す
る
と
い
う
成

長
神
話
の
下
で
、
社
会
的
な
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は

そ
の
分
後
景
に
退
く
。
そ
れ
で
も
水
質
汚
染
や
温
室

効
果
ガ
ス
等
々
生
活
環
境
の
、
ひ
い
て
は
地
球
環
境

の
悪
化
が
無
視
し
え
な
い
よ
う
に
な
っ
て
、
社
会
的

な
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
は
ふ
た
た
び
前
面
に
呼
び
寄

せ
ら
れ
て
き
た
。

　
一
九
九
二
年
の
リ
オ
・
サ
ミ
ッ
ト
は
、
持
続
可
能

な
開
発
（Sustainable D

evelopm
ent

）
を
強
調

し
、
地
球
環
境
と
の
両
立
を
目
指
す
と
し
た
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
、
金
融
シ
ス
テ
ム
が
肥
大

化
す
る
な
か
で
発
現
し
た
二
〇
〇
八
年
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
は
、
リ
ス
ク
の
巨
大
さ
や
連
鎖
す
る
破
綻

の
悲
惨
さ
を
広
く
知
ら
し
め
た
。
二
〇
一
一
年
、
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
は
反
資
本
主
義
や

脱
成
長
な
ど
の
論
調
に
手
を
こ
ま
ね
い
て
は
い
ら
れ

ず
、
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
と
そ
れ
を
考
量
し
た
新
た

な
経
済
指
標
群
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
を
補
完
す
る
（B eyond 

G
D

P

）指
標
群
を
打
ち
出
し
た
。
住
宅
、所
得
、雇
用
、

社
会
的
な
つ
な
が
り
、
教
育
、
環
境
、
市
民
参
画
、

健
康
、
主
観
的
な
幸
福
、
安
全
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ

ラ
ン
ス
の
一
一
項
目
で
あ
る
。
成
長
一
本
や
り
か
ら

社
会
的
な
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
へ
の
転
換
だ
。

　
二
〇
〇
〇
年
の
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム・サ
ミ
ッ
ト
は
、

二
〇
一
五
年
ま
で
に
達
成
す
べ
き
目
標（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

を
以
下
の
八
つ
、
貧
困
と
飢
餓
の
撲
滅
、
初
等
教
育

の
完
全
普
及
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
推
進
、
乳
幼
児

死
亡
率
の
改
善
、
妊
産
婦
の
健
康
、
マ
ラ
リ
ア
等
の

蔓
延
防
止
、
環
境
の
持
続
可
能
性
確
保
、
開
発
の
た

め
の
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
保
と
し

た
。
そ
し
て
迎
え
た
二
〇
一
五
年
国
連
総
会
は
、
一

七
の
目
標
と
一
六
九
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
設
定
し
た
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（Sustainable D

evelopm
ent G

oals

）

を
採
択
し
た
。
貧
困
や
飢
餓
の
撲
滅
だ
け
で
な
く
、

気
候
変
動
対
策
、
持
続
可
能
な
都
市
の
構
築
、
平
和

と
公
正
の
推
進
な
ど
よ
り
広
範
な
課
題
に
取
り
組
む
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
す
べ
て
の
国
が
責
任
を
持
っ
て
取
り

組
む
べ
き
目
標
と
し
て
設
定
さ
れ
、
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
と
い
う
理
念
を
掲
げ
て
い
る
。

　
目
を
国
内
に
転
じ
る
と
、
内
閣
府
は
二
〇
一
九
年

か
ら「
満
足
度・生
活
の
質
に
関
す
る
調
査
」を
行
っ

て
い
る
。
骨
太
方
針
に
は
、「
個
人
と
社
会
全
体
の

W
ell-being

の
実
現
を
目
指
す
」
と
い
う
文
言
が

明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
二
〇
〇
八
年
五
月
、
旭
川
医
科
大
学
、
旭
川
大
学

（
現・旭
川
市
立
大
学
）、
北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校
、

旭
川
工
業
高
等
専
門
学
校
、
北
海
道
東
海
大
学
（
二

〇
一
四
年
閉
校
）、旭
川
市
に
よ
る
構
成
で
旭
川
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
発
足
し
た
。

設
立
の
背
景
に
は
国
立
大
学
法
人
化
と
市
民
参
加
の

ま
ち
づ
く
り
を
掲
げ
る
旭
川
市
の
姿
勢
が
あ
る
。
連

携
に
よ
る
研
究・教
育
の
向
上
と
社
会
貢
献
を
掲
げ
、

社
会
的
な
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
達
成
を
謳
っ
て
の

発
足
で
あ
る
。
市
の
総
合
計
画
策
定
に
先
行
す
る
市

民
懇
談
会
の
運
営
に
か
か
わ
る
一
方
、
二
〇
一
二
年

の
一
般
社
団
法
人
化
後
は
市
か
ら
の
事
業
委
託
も
受

け
る
。小
中
高
へ
の
出
前
授
業「
私
の
未
来
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
は
命
の
誕
生
を
テ
ー
マ
と
し
、
派
遣
す
る
助

産
師
の
講
話
に
続
き
、
大
学
生
が
胎
児
人
形
な
ど
を

使
っ
て
グ
ル
ー
プ
学
習
を
リ
ー
ド
す
る
。
ス
タ
ッ
フ

参
加
の
大
学
生
に
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
な
る
。

連
携
し
て
行
う
市
民
向
け
の
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
、

子
供
た
ち
が
科
学
実
験
等
を
体
験
す
る
わ
く
わ
く
サ

イ
エ
ン
ス
、
大
学
生
・
高
専
生
の
合
同
成
果
発
表
会

な
ど
、
学
び
の
楽
し
さ
を
共
有
す
る
社
会
的
な
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
を
希
求
す
る
。
各
大
学
の
持
ち
回
り

開
催
の
交
流
セ
ミ
ナ
ー
は
、
互
い
の
研
究
マ
イ
ン
ド

を
刺
激
し
合
う
。
大
学
間
の
連
携
は
総
合
大
学
並
み
の

機
能
を
生
み
、
行
政
や
市
民
も
巻
き
込
ん
で
社
会
的
な

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
発
現
を
目
指
し
て
い
る
。

＜

た
け
な
か　
ひ
で
や
す
・
旭
川
市
立
大
学
名
誉
教
授＞

社
会
的
な
ウ
ェル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
充
実
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